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日本興亜保険グループは、
持続可能な社会の実現に向けて
貢献していきます。
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編集方針

●  本レポートは、日本興亜保険グループのCSR経営のビジョンや方針、計
画および活動の進捗をステークホルダーの皆様にわかりやすく報告す
るコミュニケーション・ツールです。

●  本レポートの内容は、日本興亜保険グループの最重要課題である「安全・
安心の提供」「気候変動をはじめとした地球環境問題への対応」「人材を活
かす強い組織」を中心に構成しています。

●  今回から新たなチャレンジとして、マテリアリティを重視した報告とし
ながら、さまざまなステークホルダーの皆様からの要望に応えられるよ
う、網羅性についても引き続き配慮しました。より詳細なパフォーマン
スデータなどについては、「CSRレポート2011 PDF資料編」にて別途
報告していますので、本レポートと合わせてご参照ください。

　CSRレポート2011 PDF資料編
　http://www.nipponkoa.co.jp/csr/report.html
●  最重要課題の取組みについては、まずは自ら活動の検証を行ったうえ
で、有識者との意見交換を通じて、日本興亜保険グループのCSR活動に
対する評価をいただき、それを経営会議および各委員会組織など経営レ
ベルで協議のうえ、計画の見直しを行うなど、ステークホルダーエン
ゲージメントによるレポーティングを目指しました。

●  活動の報告にあたっては、PDCAによる継続的な改善を意識し、それぞ
れの課題について計画の進捗や成果が把握しやすいよう、具体的な数値
やデータをあげて報告するよう努めるとともに、正確性や比較容易性に
も配慮しました。

●  一昨年から引き続き、環境ジャーナリストで、幸せ経済社会研究所所長
の枝廣淳子氏から、本レポートに関するご意見・アドバイスをいただき
ました（→P51）。

●  財務面、営業の拠点その他詳細な情報については、別途発行しています
「日本興亜損保の現状2011」またはWebサイトをご覧ください。
　日本興亜損保 http://www.nipponkoa.co.jp/

●  日本興亜損保のWebサイトで本レポートの PDFファイルならびにGRI
ガイドライン対照表、環境報告ガイドライン対照表を掲載しています。

 　http://www.nipponkoa.co.jp/csr/report.html
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【報告対象組織】
　日本興亜損害保険株式会社、国内外のグループ会社および日本興亜福祉
財団。NKSJグループおよび日本興亜損保の代理店の取組みについても一
部掲載しています。

【報告対象期間】
　原則として2010年度（2010年4月～2011年3月）。最新の状況をお
知らせする意味で2011年度の活動についても掲載しています。

【発行時期】
　・前回　2010年10月
　・今回　2011年10月　・次回　2012年10月（予定）

【報告対象分野】
　環境的側面、社会的側面、経済的側面での取組みを対象としています。

参考としたガイドライン等

・ GRI「サスティナビリティ・レポーティング・ガイドライン（第3版）」
・ 環境省「環境報告ガイドライン（2007年版）」
・ ISO26000（社会的責任に関する手引）
・ ISO14064-1（組織におけるGHG排出量及び吸収量の定量化及び報告
のための仕様並びに手引）

CONTENTS
エコキャラクター
「エコラッタ」
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東日本大震災の対応と、
地域の安全・安心への思い

　このたびの東日本大震災によりお
亡くなりになられた方々のご冥福をお
祈りいたしますとともに、被災された
皆様に心よりお見舞い申し上げます。
　2011年3月11日、わが国観測史上
最大のマグニチュード9.0という未曽
有の大震災が日本を襲いました。当
社では損害保険会社としての社会的
使命を全うするため、全社をあげて迅
速な保険金のお支払いに努めるとと
もに、保険に関するさまざまなご相談
に対応してまいりました。震災の初動
対応におきましては、「事故受付、調査、
支払事務」の分業体制を敷くことで、
事故受付に対する調査完了率は、5月
の連休明けには82％、5月25日には
90％を超えることができました。し
かしながらが、まだまだ震災対応は続
いています。最後の最後まで全力で
取り組み、被災地の復興にお役に立て
るよう努めてまいります。
　保険金をお支払いするなかでお客
様からいただいた「ありがとう」、「日
本興亜に入っていてよかった」という
数々の言葉。当社は地域の安全を
しっかり守り、地域の皆様に安心を提
供し続ける会社でなければならない
と再認識いたしました。また、被災さ
れた方々の行動は、私たちが見失いが
ちな、思いやりの心、忍耐力、礼儀正し
さを思い出させてくれました。当社
は、地域に根差した活動を続ける代理
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店の皆様、地域金融機関や取引先の皆
様と協力して、社会の期待やニーズを
的確にとらえ、確かな安全と安心を地
域の皆様にお届けすることで、地域に
親しまれ、信頼され、選ばれる保険会社
を目指していく所存です。

「社会への貢献」を果たす
ために

　当社は中期経営ビジョンの筆頭に
「社会への貢献」を掲げています。言う
までもなく会社とは本来社会的な存在
であり、社会の認知が得られない限り
存在し得ません。ましてや当社が行う
保険事業は公共性が高い事業である
と認識しています。そういった会社と
しての社会的立場と責任を重く受け止
め、社会の要請に応えていくためのさ
まざまな課題に取り組みながら事業活
動を続けていく必要があります。保険
会社の最も重要な使命と役割は、社会
のさまざまなリスクを引き受け、万一
の事故の際は迅速に対応することで
す。それによってお客様に安全・安心
を提供し、また金融機関として持続可
能な社会の実現を後押しすることにも
なります。当社は商品・サービスを含
めた質の向上に努めながら、社会的課
題を事業に組み込むことで本業を通じ
た社会貢献に持続的に取り組むことと
しています。そのために、社会からの
要請や期待、ご意見に耳を傾け、ステー
クホルダーの皆様との対話をいっそう
重視してまいります。

CSRの最重要課題を特定

　本業を通じて社会貢献に持続的に
取り組む企業となるために、当社では
CSR活動において特に重点的に取り
組むべき最重要課題を特定いたしま
した。特定のプロセスにおいては、ス
テークホルダーの皆様の当社に対す
る期待、および関心の度合いに鑑み、
日本興亜保険グループが考える活動
の重要性をもとにCSR課題を判断し
ております。最重要課題と位置付け
たのは、「安全・安心の提供」「気候変動
をはじめとした地球環境問題への対
応」「人材を活かす強い組織」です。今
後、当社は持続可能な社会の実現と発
展に貢献していくため、この３つの最
重要課題を中心にした取組みを推進
してまいります。

お客様から信頼され、
選ばれる保険会社へ

　当社は、地域に親しまれ、信頼され、
選ばれる保険会社を目指しています。
そのために重要なのはお客様のニー
ズを正しく受け止め、お客様目線で業
務運営にあたることです。当社では
お客様の身のまわりでどのようなリス
クが存在するのかを分析し、保険での
カバー状況をしっかりご理解いただく
ことで確かな安心をお届けする「安心
見える化運動」を推進しています。ま
た事故対応をはじめとして、お客様の
期待に応える業務品質の向上に注力

しており、外部機関から「お客様総合
満足度No.1」の評価（→P19）をいた
だいています。
　一方、お客様へ安全・安心を提供す
る上で重要なことは、万一の際の迅速
な事故対応とともに、事故を予防し事
故のない社会づくりに努めることだと
考えています。当社では「エコ安全ド
ライブ」の普及啓発を強力に推進して
います。「エコ安全ドライブ」の実践
は、自動車事故の発生率を下げるとと
もに、燃費も向上しますので、環境面
や経済面でも効果があります。

気候変動への対応に、
率先して取り組む

　地球温暖化や生物多様性の損失に
よる気候などの制御・調節機能の低下
は、損害保険事業にとってお支払いす
る保険金の増加、それに伴う保険料の
上昇といった深刻な影響をもたらす
懸念があります。世界的に見てもこ
の10年間の自然災害の巨大化は顕著
であり、米国においてはハリケーンの
多発により、火災保険の引き受け制限
や保険料の値上げにより保険に加入
できないといったケースが報告され
ています。当社ではこうした事態を
回避し、保険を安定して提供するとい
う保険会社の社会的使命を果たすた
めに、本業を通じ気候変動の適応策と
緩和策に重点的に取り組むこととし
ています。
　当社は2008年に、「カーボンニュー

トラル計画宣言」を発表し、2012年度
までにバリューチェーンも含めたCO2
排出量を20％以上削減（2006年度比）
した上で、残りは排出権を購入するこ
とで、CO2排出量“ゼロ”を目指して
います。また、2010年8月には予防的
アプローチという観点から、2020年
に34％削減、そして2050年には80％
削減という中長期目標を発表してい
ます。2010年度の排出量は、社員一
人ひとりの努力の積み重ねにより、
2006年度比で目標（18.5％）を大きく
上回る20.4％削減を達成しました。
　また、先に述べました「エコ安全ド
ライブ」普及推進や、自動車修理時の
「エコパーツ」（リサイクル部品）の活
用推進等に今後も積極的に取り組ん
でいきます。また、再生可能エネル
ギーへの転換や社会経済活動の低炭
素化への動きを後押しする保険商品・
サービスの開発、提供にも力を注いで
いく方針です。

多様な人材が、個々の能力を
発揮する強い組織へ

　ビジネスのグローバル化、先進国に
おける少子高齢化の進展と労働力の
減少などを受けて、企業が雇用する人
材の多様性の認容（ダイバーシティ）
が重要になっています。また、さまざ
まなお客様のニーズや価値観が多様
化していくなか、当社では、それを的確
に把握するためにも多様な人材が必
要という認識のもと、ダイバーシティ

の取組みを推進しています。性差や
障がいの有無などにかかわらず、多様
な人材を受け入れ、全社員がいきいき
と働き、能力を発揮できる職場環境を
整備することで、個人の能力を活かし
た強い組織づくりを目指していきま
す。そのためには管理職をはじめ全
社員への教育・研修を強化し、人材育
成に努めるとともに、多様なキャリア
デザイン支援を推進し、社員にはさま
ざまなチャレンジの機会を与えます。
さらに現在、新人事制度導入に向けて
準備を進めており、この新制度では常
にワンランク上を目指してチャレンジ
する意欲あふれる社員を後押しし、
キャリアアップの実現を可能とする方
針です。また、単に制度を設けるので
なく、その制度が意図したとおりに運
営されるように、文化や風土の醸成に
も力を注ぎ、保険事業を通じて社会に
貢献できる人材の育成に努めてまいり
ます。

＊　　＊

　企業活動のグローバル化や相互依
存が進展するなか、当社は国連グロー
バルコンパクトへの支持を表明して
います。日本興亜保険グループは引
き続き、これらの国際行動規範を尊重
しながら、グローバル企業として、そし
て市民社会の一員として、上述したよ
うに社会的課題を本業に組み込んで、
持続可能な社会の実現と発展に貢献
し、ステークホルダーの皆様に信頼さ
れる保険会社を目指してまいります。
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